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町民参加型の
議会を目指す

岡
本 

忠
美 

議
員

畠
山 

操 

議
員

町
民
生
活
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
期
待

小
笠
原 

百
合
子 

議
員

農
畜
産
物
と
観
光
資
源

生
か
し
観
光
力
を

高
め
る
施
策
を

高
橋 
公
史 

議
員

若
者
・
子
育
て
世
代

の
移
住
定
住

促
進
の
支
援
に
期
待

自
転
車
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
養
成
に

3
5
2
万
円

徳
田 

幸
男 

議
員

畜
産
酪
農
家
へ

遮
熱
対
策
を
含
め
た

必
要
経
費
の
補
助
を

坂
井 

尚
樹 

議
員

「
ふ
る
さ
と
雫
石
応
援

寄
附
金
」
増
額
へ
の

取
り
組
み

幅 

秀
哉 

議
員

遊
休
農
地
活
用
、

耕
作
放
棄
地
の

減
少
対
策
を

金
子 

一
男 

議
員

少
子
化
対
策
の

観
点
か
ら
給
食
費
を

無
償
化
に

あなたの声を
政策に反映します

�
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post

次のページは
令和６年度 予算特集

加
藤 

眞
純 

議
員

施
設
の
指
定
管
理
、

大
型
委
託
の
総
合
的

採
算
性
の
監
視

山
崎 

留
美
子 

議
員

森
林
環
境
贈
与
税

3
8
0
0
万
円

有
効
な
活
用
を

西
田 

征
洋 

議
員

農
家
が
生
活
向
上

で
き
る
よ
う
な

予
算
配
分
を

杉
澤 

敏
明 

議
員

観
光
振
興
策
の
強
化
と

要
の
観
光
協
会
へ
の

支
援
強
化
を

堂
前 

義
信 

議
員

町
の
観
光
の
要
、

観
光
地
域
づ
く
り

法
人
登
録
ど
う
な
る
か

横
手 

寿
明 

議
員

町
内
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
活
用
し
た
大
会
、

合
宿
の
誘
致

岩
持 

清
美 

議
長

人
件
費
、
民
生
費
は

減
少
す
る
こ
と
は
な
い

財
政
の
硬
直
化
に
な
ら
ぬ
よ
う
に

3 しずくいし議会だよりNo.129
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4しずくいし議会だよりNo.129

を
図
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
の
貴
重
な
経
験

に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
検
討
し
て
は
。

【
生
涯
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】
町
内

の
民
宿
等
の
宿
泊
施
設
と
い
え
ど
も

宿
泊
者
に
は
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
安
価

な
青
少
年
の
家
に
宿
泊
し
て
い
る
。
町
内
の

民
宿
等
に
宿
泊
し
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

【
杉
澤
委
員
】
雫
石
高
校
へ
の
入
学

試
験
合
格
者
は
２８
名
で
例
年
に
な
く

合
格
者
が
多
く
で
た
。
教
育
委
員
会
で
は
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

【
教
育
次
長
】
雫
石
高
等
学
校
を
支

援
す
る
会
の
活
動
、
雫
石
中
学
校
の

協
力
、
Ｏ
Ｂ
や
関
係
者
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
等

地
道
に
行
っ
た
成
果
と
捉
え
て
い
る
。

【
横
手
委
員
】
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
の
屋
外
に
、
雨
が
降
っ
て
水
が

溜
ま
る
た
め
側
溝
を
設
置
す
る
が
、
施
設
脇

に
は
屋
根
付
き
の
通
路
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
側
溝
は
必
要
か
。

【
生
涯
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】
雨
天

時
に
高
校
総
体
の
記
録
会
等
を
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

【
上
野
委
員
】
雫
石
小
学
校
１
５
０

周
年
記
念
事
業
の
開
催
日
程
と
記
念

誌
等
の
発
行
は
。

【
教
育
次
長
】
１１
月
１６
日
学
習
発
表

会
と
と
も
に
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
事
業
の
中
で
航
空

写
真
の
撮
影
や
記
念
誌
の
作
成
を
検
討
し
て

い
る
。【

金
子
委
員
】
他
の
自
冶
体
で
は
給

食
費
無
償
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
町
で
も
少
子
化
対
策
と
い
う

観
点
か
ら
給
食
費
を
無
償
化
し
て
は
。

【
教
育
次
長
】給
食
費
無
償
化
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
給
食

セ
ン
タ
ー
で
効
率
的
に
給
食
を
作
っ
て
い

る
。
町
で
は
各
学
校
で
温
か
い
給
食
を
作
り

提
供
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
保
護

者
に
は
２
分
の
１
の
負
担
を
お
願
い
し
な
が

ら
給
食
の
中
身
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

【
横
手
委
員
】
富
士
市
と
の
少
年
交

流
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
と
い
う
形
で
宿
泊
し
て
い
た
が
、
町
に

は
民
宿
が
数
多
く
あ
る
。
町
の
子
ど
も
と
富

士
市
の
子
ど
も
を
民
宿
に
宿
泊
さ
せ
て
交
流

令和６年度
予算を認定

持
続
可
能
で
よ
り
良
い

社
会
の
実
現
を

　
令
和
６
年
度
予
算
特
別
委
員
会
（
堂
前
義
信
委

員
長
、
岡
本
忠
美
副
委
員
長
）
は
、
令
和
６
年
３

月
１２
日
か
ら
４
日
間
で
行
わ
れ
、
一
般
会
計
な
ど

１０
会
計
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
雫
石
町
第
三
次
総
合
計
画
に
基

づ
く
施
策
大
綱
ご
と
に
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
重

点
事
業
等
へ
の
主
な
質
疑
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

特集

答

学
び
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち
《
教
育
》

教教 答答教

笑顔いっぱい富士市と雫石町の子どもたち

温かい給食をほおばる児童

民宿の利用も検討していく交流事業

150 周年記念事業が開催される雫石小学校

答答 教教
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5 しずくいし議会だよりNo.129

い
き
い
き
と 

と
も
に
幸
せ
を

感
じ
る
ま
ち《
保
健
・
医
療
・
福
祉
》

水
た
ま
り
が
で
き
競
技
を
進
め
る
上
で
条
件

が
悪
い
こ
と
か
ら
改
善
す
る
。
財
政
と
の
調

和
を
図
り
な
が
ら
施
設
運
営
に
努
め
る
。

【
高
橋
委
員
】
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を

使
用
し
な
い
冬
期
間
な
ど
に
は
、
野

球
や
テ
ニ
ス
の
練
習
場
と
し
て
の
活
用
を
検

討
し
て
は
。

【
生
涯
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】
過
去

に
は
野
球
の
練
習
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

の
記
録
会
に
使
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
限
ら
ず
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

【
岡
本
委
員
】
生
涯
健
幸
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
へ
の
参
加

状
況
と
取
り
組
み
は
。

【
生
涯
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】
令
和

５
年
度
の
実
績
は
第
１
ク
ー
ル
が
延

答答 教教

雨天に備え側溝を整備予定の
アーチェリーセンター

フィットネスでメタボリック対策を

【
高
橋
委
員
】
虫
歯
の
子
ど
も
が
非

常
に
多
い
と
聞
く
が
、
虫
歯
予
防
へ

の
取
り
組
み
は
。

【
健
康
子
育
て
課
長
】
幼
児
の
歯
科

検
診
は
１
歳
６
か
月
、
２
歳
児
、
２

歳
６
か
月
、
３
歳
児
、
３
歳
６
か
月
と
い
う

保答

時
期
に
集
団
の
形
で
専
門
医
師
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

【
上
野
委
員
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
接
種
に
係
る
予
算
は

計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
に
な
っ

保

手厚い支援を周知し生徒数増に繋げたい雫石高校毎日かかさず歯みがきで虫歯予防

べ
７
５
３
名
、
第
２
ク
ー
ル
が
延
べ
６
６
１

名
、
第
３
ク
ー
ル
が
延
べ
５
４
１
名
の
合
計

１
９
５
５
名
で
あ
る
。
一
般
か
ら
幼
児
ま
で

幅
広
い
対
象
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
健
康

寿
命
が
延
び
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
畠
山
委
員
】
雫
石
高
校
に
入
学
す

る
と
入
学
時
に
必
要
な
経
費
の
半
額

を
補
助
す
る
等
の
支
援
が
あ
る
が
、
町
の
教

育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
支
援
に
つ

い
て
掲
載
し
周
知
を
図
る
べ
き
で
は
。

【
教
育
次
長
】
本
年
度
、
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
見
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
で
検
討
会
を
開
催
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
や
く
す
る
こ
と
は
教
育
委
員
会

の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
雫
石
高
校
へ
の
支

援
の
み
な
ら
ず
、
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供

す
る
よ
う
努
め
る
。

教答

他種目での冬期間利用が検討される
ゲートボール場
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6しずくいし議会だよりNo.129

組
で
あ
る
。

【
山
崎
委
員
】
老
人
憩
い
の
家
は
築

後
年
数
を
重
ね
老
朽
化
し
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
施
設
に
大
き
な
指
定
管
理
料
を

支
払
っ
て
い
る
が
、
近
く
に
は
集
会
所
や
民

間
の
温
泉
も
あ
る
。
い
つ
ま
で
施
設
を
継
続

す
る
か
。【

総
合
福
祉
課
長
】
施
設
の
老
朽
化

が
大
分
進
ん
で
お
り
大
き
な
故
障
等

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
指
定
管
理
は
２
年
更

新
と
し
て
い
る
。
利
用
客
も
比
較
的
多
い
の

で
活
用
で
き
る
範
囲
で
活
用
し
老
朽
化
の
進

み
具
合
を
見
て
継
続
の
判
断
を
す
る
。

【
岡
本
委
員
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
加
入
者
数
と
加
入
者
増
加

た
た
め
か
。

【
健
康
子
育
て
課
長
】
昨
年
５
月
か

ら
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類

感
染
症
に
移
行
し
、
全
額
公
費
に
よ
る
接
種

は
本
年
３
月
３１
日
ま
で
で
あ
る
。
来
年
度
以

降
の
対
策
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
、
６０
歳
か

ら
６４
歳
の
特
定
疾
患
が
あ
る
方
へ
の
定
期
接

種
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

予
算
は
予
防
接
種
事
業
に
計
上
し
て
い
る
。

【
横
手
委
員
】
新
婚
新
生
活
支
援
事

業
の
予
算
増
額
理
由
と
実
績
は
。

【
総
合
福
祉
課
長
】
令
和
６
年
度
に

お
い
て
国
と
県
が
新
た
に
補
助
金
を

支
出
す
る
た
め
増
額
し
た
。
実
績
は
令
和
４

年
度
が
３
組
、
令
和
５
年
度
は
こ
れ
ま
で
４

【
観
光
商
工
課
長
】
大
都
市
等
県
外

で
の
物
産
展
に
参
加
す
る
事
業
者
は

自
己
資
金
で
参
加
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
応

援
と
し
て
１
事
業
者
最
大
５
万
円
を
補
助
す

る
。
そ
れ
以
外
の
物
産
展
に
対
す
る
補
助
と

な
れ
ば
規
模
も
大
き
く
な
り
距
離
や
時
間
を

考
慮
し
て
別
な
形
で
の
補
助
を
検
討
し
て
い

く
。

【
西
田
委
員
】
リ
ン
ド
ウ
の
生
産
が

拡
大
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組

み
と
支
援
策
は
。

【
農
林
課
長
】
町
の
リ
ン
ド
ウ
生
産

が
伸
び
て
い
る
の
は
栽
培
管
理
を
充

実
し
実
績
を
上
げ
て
販
売
額
に
結
び
つ
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
県
の
補
助
事
業
も
使
い

【
徳
田
委
員
】
昨
年
の
猛
暑
で
家
畜

に
被
害
が
出
た
が
、
畜
産
酪
農
家
か

ら
被
害
状
況
や
要
望
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
遮
熱
対
策
を
含
め

た
必
要
経
費
の
補
助
を
検
討
し
て
は
。

【
農
林
課
長
】
農
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
広
く

情
報
収
集
や
要
望
把
握
に
努
め
て
い
る
。
農

家
の
声
を
注
意
深
く
聞
く
な
ど
時
期
を
失
す

る
こ
と
な
く
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

【
坂
井
委
員
】
町
内
の
事
業
者
が
県

外
の
物
産
展
に
出
展
し
た
場
合
の
補

助
と
し
て
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

町
以
外
の
県
内
で
の
物
産
展
に
出
展
し
た
場

合
に
も
適
用
す
る
考
え
は
。

答

産

答

産

産

笑
顔
を
通
じ
て
豊
か
さ
を
実
感
し

笑
顔
で
稼
ぐ
ま
ち
《
産
業
》

答

老朽化が進む老人憩いの家「鴬宿荘」

駅前の花壇整備をするシルバー人材センター会員

答保答

保保 答

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

【
総
合
福
祉
課
長
】
令
和
４
年
度
末

で
の
加
入
者
は
９８
名
で
あ
る
。
加
入

者
は
除
雪
や
草
刈
り
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
加
入
者
が
増
加
す
れ
ば
非
常
に
良
い

傾
向
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
自
助
努
力
的

な
部
分
も
あ
る
が
活
躍
す
る
場
と
し
て
支
援

し
て
い
く
。

【
畠
山
委
員
】
出
産
祝
い
金
と
し
て

６
０
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
る

が
そ
の
積
算
根
拠
と
、
今
後
も
第
１
子
か
ら

１０
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
を
続
け
て
い
く
か
。

【
子
ど
も
子
育
て
支
援
室
長
】
妊
婦

の
届
出
数
や
数
年
の
実
績
を
加
味
し

た
り
、
ま
た
転
入
と
い
う
こ
と
も
視
野
に
入

れ
積
算
し
て
い
る
。
支
給
額
は
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

答

保答

034169-01[1-24].indd   6034169-01[1-24].indd   6 2024/04/19   14:44:272024/04/19   14:44:27



7 しずくいし議会だよりNo.129

【
小
笠
原
委
員
】
足
湯
が
道
の
駅
雫

石
あ
ね
っ
こ
に
完
成
し
た
が
、
利
用

状
況
と
誘
客
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
昨
年
１１
月
に
完

成
し
た
が
源
泉
が
冷
た
く
冬
期
間
は

営
業
せ
ず
、
本
年
４
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
す
る
。
ペ
ッ
ト
専
用
の
足
湯
も
あ
り
客
層

の
変
化
に
よ
る
集
客
を
期
待
し
て
い
る
。
道

の
駅
は
主
要
な
観
光
施
設
で
、
集
客
の
中
心

に
あ
り
町
の
魅
力
を
伝
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。【

徳
田
委
員
】
鶯
宿
温
泉
の
旧
ホ
テ

ル
が
特
定
空
き
家
※
に
該
当
す
る
た

め
、
町
で
取
得
し
解
体
後
土
地
を
適
正
管
理

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
土
地
の
活
用
方

法
は
。【

地
域
整
備
課
長
】観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
と
い
う
枠
の
中
で
、
地

元
の
方
々
と
協
議
し
な
が
ら
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

※�

特
定
空
き
家
：
建
物
に
汚
物
や
落
書
き
、

立
木
の
繁
殖
、
既
存
の
景
観
に
関
す
る

ル
ー
ル
に
著
し
く
適
合
し
な
い
状
態

な
が
ら
新
規
参
入
さ
れ
る
方
や
新
た
な
農
地

に
新
植
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
応

援
し
農
家
の
収
入
を
上
げ
る
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
杉
澤
委
員
】
民
有
林
整
備
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
は
新
規
事
業
だ

が
、
そ
の
ね
ら
い
は
。

【
農
林
課
長
】
令
和
４
年
か
ら
２
年

間
、
私
有
林
の
航
空
レ
ー
ザ
ー
解
析

を
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ
を
元
に
森
林
組
合
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
連
携
し
て
適
正
な
森
林

環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
計
画
を
策
定

す
る
事
業
で
あ
る
。

【
幅
委
員
】
ア
ユ
釣
り
の
愛
好
家
か

ら
、
こ
こ
数
年
ア
ユ
が
全
然
釣
れ
な

い
と
い
う
話
し
を
聞
く
。
町
で
は
漁
協
に
補

助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
放
流
事
業
の
内
容

と
ア
ユ
が
釣
れ
な
い
原
因
と
対
策
は
。

【
農
林
課
長
】
ア
ユ
の
放
流
量
は
漁

協
で
年
間
約
１
ト
ン
放
流
し
て
い

る
。
漁
協
に
は
釣
り
券
を
購
入
し
釣
り
を
し

た
が
一
匹
も
釣
れ
な
い
と
い
う
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
カ
ワ
ウ
に
食
べ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
漁
協
や
有
害
対
策
の

実
施
体
と
連
携
し
な
が
ら
カ
ワ
ウ
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

産産

産産

有効な猛暑対策が必要な牛舎販売額が順調に伸びているリンドウ生産

答答

アユの激減、急がれるカワウ対策

答答

足湯新設で集客が期待される道の駅
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8しずくいし議会だよりNo.129

【
坂
井
委
員
】
消
防
団
員
数
と
充
足

率
は
。
ま
た
、
火
災
防
止
の
た
め
の

啓
蒙
活
動
を
ど
の
よ
う
に
高
め
る
か
。

【
防
災
課
長
】
消
防
団
員
数
は
２
５

７
名
で
、
充
足
率
は
７０
・
０３
㌫
で
あ

る
。
消
防
専
門
員
に
よ
る
講
話
、
研
修
会
、

防
火
指
導
の
ほ
か
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ

車
で
の
広
報
活
動
を
充
実
し
て
い
く
。

【
徳
田
委
員
】
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

状
況
と
、
個
人
宅
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
際
の
補
助
は
。

【
防
災
課
長
】
令
和
５
年
度
は
２
基

設
置
、
令
和
６
年
度
も
２
基
設
置
す

る
予
定
で
進
め
て
い
る
。
個
人
へ
の
補
助
に

つ
い
て
は
令
和
６
年
度
中
に

検
討
す
る
。

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て

安
全
に
住
め
る
ま
ち《
安
心
・
安
全
》

安答

安心安全を守る防犯カメラ

安答

【
加
藤
委
員
】
町
に
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森

林
振
興
や
町
有
地
有
効
活
用
と
い
う
観
点
か

ら
も
非
常
に
よ
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
町

と
し
て
の
考
え
は
。

【
町
民
課
長
】Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）

を
削
減
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
非
常
に
重
要
な

こ
と
と
捉
え
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
者
の
意
欲
的
な
町
へ
の
進
出
を
歓

迎
し
つ
つ
、
場
所
を
選
定
し
な
が
ら
誘
致
計

画
を
進
め
て
い
く
。

豊
か
で
誇
れ
る
自
然
を
守
り
育
て

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く
ま
ち《
環
境
》

環

【
西
田
委
員
】
ご
み
を
分
別
回
収
し

て
資
源
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
る
近
隣
自
治
体
が
あ
る
が
、
町
で
も
取
り

組
ん
で
は
。

【
町
民
課
長
】
広
域
８
市
町
で
組
織

す
る
盛
岡
広
域
環
境
組
合
の
新
焼
却

処
分
場
で
は
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資

源
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
協
定
で
定
め
て
い

る
。
新
焼
却
処
分
場
が
で
き
る
ま
で
の
間
、

滝
沢
・
雫
石
環
境
組
合
と
協
議
し
な
が
ら
製

品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
、
商
品
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

答

なかなか進まないゴミの再資源化

これからも重要な資源回収

環答
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9 しずくいし議会だよりNo.129

【
小
笠
原
委
員
】
昨
年
５
月

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類

感
染
症
に
移
行
し
、
旅
行
業
が
回
復
傾
向
に

あ
る
が
温
泉
施
設
の
閉
館
等
で
客
足
が
鈍

い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
入
湯
税
の
収
入
を

増
額
し
た
理
由
は
。  

【
税
務
課
長
】
温
泉
施
設
の
休
業
や

閉
館
は
入
湯
税
に
大
き
く
影
響
す
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
が
、
昨
年
１１
月
時
点
で

令
和
元
年
度
と
比
較
し
て
７６
㌫
程
度
ま
で
回

復
し
て
い
る
。
こ
れ
を
基
に
客
足
も
伸
び
て

い
る
こ
と
か
ら
令
和
元
年
度
当
時
の
８０
㌫
程

度
ま
で
は
伸
び
る
も
の
と
見
込
ん
で
予
算
編

成
し
た
。【

幅
委
員
】
農
家
支
援
を
強
化
す
る

な
ど
対
策
を
充
実
さ
せ
、
後
を
継
い

で
い
け
る
政
策
を
町
長
に
期
待
し
た
い
が
、

そ
の
意
向
を
伺
う
。

【
町
長
】
農
業
後
継
者
を
確
保
し
育

成
し
て
大
規
模
な
農
業
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
町
の
広
大
な
農
地
を
守
っ
て
い

け
な
い
。
農
業
後
継
者
に
対
す
る
支
援
を
し

な
が
ら
効
果
的
な
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

【
金
子
委
員
】
車
検
切
れ
公

用
車
の
運
転
を
防
止
す
る
た

め
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
管
理
体
制
を
施
し

て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
公
用
車
は
総
務
課
で

管
理
し
て
い
る
も
の
と
各
課
で
管
理

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
管
理
方
法
は
管
理

台
帳
を
備
え
付
け
車
検
の
更
新
時
期
を
確
認

す
る
な
ど
徹
底
し
漏
れ
が
な
い
よ
う
努
め
て

い
る
。

総
括

総
括
·
歳
入

町の広大な農地を守るため急がれる農家支援

総
括
·
歳
出

答

答

客足の伸びを期待する町内温泉地

消防団員の確保は喫緊の課題
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10しずくいし議会だよりNo.129

３月定例会のあらまし
⃝
�「

第
三
次
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」が
令
和
６
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト

⃝
�

若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住
定
住
に

最
大
１
０
０
万
円
を
補
助

⃝
�

３
歳
未
満
児
保
育
料
の
無
償
化
、�

児
童
手
当
の
拡
充

令
和
６
年
度
予
算

総
額
約
1
7
1
億
円
を
審
査
・
可
決

　
令
和
６
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
２９
日
か

ら
３
月
１８
日
ま
で
の
１９
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
報
告
１
件
、
条
例
の
制

定
及
び
一
部
改
正
１７
件
、
補
正
予
算
１１
件
、

当
初
予
算
１０
件
、
同
意
１１
件
、
議
員
発
議
１

件
、
そ
の
他
８
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
予
算
特
別
委
員
会
（
委
員

長
：
堂
前
義
信
、
副
委
員
長
：
岡
本
忠
美
）

は
、
１０
件
の
当
初
予
算
を
審
議
し
、
全
て
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

令和６年度当初予算
会計名 予算額（対前年比）

一般会計 １０３ 億 ９，０００ 万円
（４億 ３，０００ 万円減）

国民健康保険
特別会計

１８ 億 ６，６００ 万円
（１憶 ４，６００ 万円増）

御明神財産区
特別会計

１，６６８ 万 ４ 千円
（３１３ 万 ２ 千円増）

介護保険事業勘定
特別会計

２０ 億 ９，８５４ 万 ９ 千円
（２，９３２ 万 ４ 千円増）

介護保険介護サービ
ス事業勘定特別会計

１，１４３ 万 １ 千円
（７４ 万 ４ 千円増）

雫石町立雫石診療所
特別会計

４ 億 ２，０３８ 万円
（３，１９６ 万 ４ 千円増）

後期高齢者医療
特別会計

２ 億 ２，６００ 万円
（２，０００ 万円増）

水道事業会計 ７ 億 ４，２２９ 万 ５ 千円
（２，４９３ 万 ７ 千円増）

簡易水道事業会計
４，４６７ 万 ７ 千円

（６年度から公営企業会計へ移
行したため前年対比は無し）

下水道事業会計 １２ 億 ８，３５７ 万 １ 千円
（５，４３５ 万 ５ 千円増）

合計 １７０ 億 ９，９５８ 万 ７ 千円
（８，８８４ 万 ４ 千円減）

令和6年度
一般会計歳入
歳出など
１０会計を認定　

一
般
質
問
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
適

切
な
町
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
町
当

局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

さらに子育てしやすいまちづ
くりを進めます
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こ

変

る

こ

が

わ

３
歳
未
満
児
保
育
料
、第
1
子
か
ら
無
償
化

　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
唯
一
保

育
料
が
発
生
し
て
い
る
３
歳
未
満
児
の
第
１

子
も
町
独
自
に
無
償
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

雫
石
町
若
者
向
け
住
宅
取
得
支
援
基
金

条
例
を
制
定

　
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
の
「
雫
石
町
若
者

向
け
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
に
要
す
る
経
費

に
充
て
る
新
た
な
基
金
を
設
置
す
る
た
め
、

条
例
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
原
資

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。
３９
歳
以
下
の
方

が
町
内
に
住
宅
を
取
得
す
る
際
の
支
援
と
し

て
、
最
大
１
０
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

「
第
三
次
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

策
定

　

令
和
６
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の
４
年

間
、「
み
ん
な
が
つ
く
る　

未
来
に
つ
な
ぐ　

ふ
る
さ
と
し
ず
く
い
し
」
を
町
の
将
来
像
と

位
置
付
け
実
現
を
目
指
す
も
の
で
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
含
め
た

地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
横
手
議
員
】
雫
石
町
若
者
向
け
住

宅
取
得
支
援
基
金
条
例
の
制
定
は
、

補
助
金
最
大
１
０
０
万
円
が
大
き
な
目
玉
だ

が
、
こ
の
ま
ま
の
制
度
で
は
２０
万
円
し
か
補

助
さ
れ
な
い
人
が
出
て
く
る
。
基
本
額
を
６０

万
円
に
し
た
方
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
出
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
補
助
金
を
利
用

さ
れ
る
方
々
が
ど
う
い
っ
た
意
向
を

持
っ
て
利
用
さ
れ
る
の
か
、
町
内
全
体
の
住

宅
の
取
得
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討

す
る
。【

徳
田
議
員
】
第
三
次
雫
石
町
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
前
期
基
本
計
画
の
評
価
部
分
と
反

省
部
分
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
反
映
さ
せ
た

の
か
。【

総
合
政
策
課
長
】
新
た
な
取
り
組

み
も
、
前
期
基
本
計
画
か
ら
後
期
基

本
計
画
に
至
る
ま
で
に
、
社
会
状
況
の
変
化

に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
前
期
基

本
計
画
か
ら
の
継
続
的
な
取
り
組
み
、
新
た

な
施
策
も
後
期
基
本
計
画
に
取
り
入
れ
て
い

る
。

【
上
野
議
員
】雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
管
理
運
営
事
業
は
、
指
定
管
理
が
何
も
行

わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
と
の
声
が
あ
る
。
な

ぜ
１
年
間
変
更
等
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

な

疑

主

質

Q

【
観
光
商
工
課
長
】
管
理
期
間
４
年

の
基
本
協
定
を
結
び
、
年
度
ご
と
に

年
度
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
年
度
協
定
の
変

更
は
最
終
的
な
清
算
を
も
っ
て
変
更
す
る
の

で
、
変
更
が
必
要
で
あ
れ
ば
３
月
末
に
な
る

た
め
。

AA QQ

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
過

去
最
高
で
あ
っ
た
５
年
度
を
下
回
っ
た
も
の

の
、
過
去
２
番
目
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い

る
。
歳
入
に
お
い
て
は
、
若
者
向
け
住
宅
取

得
支
援
事
業
に
対
し
、
基
金
を
創
設
す
る
な

ど
財
政
支
出
に
対
す
る
工
夫
も
さ
れ
て
い

る
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
若
者
、
子
育
て
世

代
に
向
け
た
移
住
定
住
と
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
支
援
の
推
進
と
し
た
取
り
組
み
が
一
つ

の
柱
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
一
層
の
工
夫
が
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
賛
成
す
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定

○
雫
石
町
老
人
憩
の
家
鴬
宿
荘

　
㈱
寿
広
（
代
表
取
締
役　
太
野
真
一
）
に

継
続
（
指
定
期
間
２
年
）

○
コ
テ
ー
ジ
む
ら
施
設
・
雫
石
町
体
験
農
園

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
し
ず
く
い
し
・

い
き
い
き
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
理
事
長　

川
口
英
敏
）
に
継
続
（
指
定
期
間
４
年
）

定

理

指

管

論

旨

討

要

　
こ
こ
１０
年
間
の
地
方
債
年
度
末
残
高
が
６

億
９
０
０
０
万
弱
ほ
ど
積
み
増
し
に
な
っ
て

い
る
。
町
は
、
な
る
べ
く
減
ら
し
て
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
本
予
算
案

で
は
今
ま
で
の
域
を
出
な
い
規
模
の
公
債
費

を
計
上
し
て
い
る
。
平
成
２５
年
に
起
っ
た
大

雨
被
害
前
の
財
政
運
営
を
見
習
う
べ
き
だ
と

思
う
。
議
会
の
場
で
提
起
し
て
き
た
町
民
福

祉
の
充
実
策
、
コ
ロ
ナ
禍
で
甚
大
な
被
害
を

被
っ
て
い
る
農
家
へ
の
救
済
、
特
別
会
計
の

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
課
題
の
部
分
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
反
対
す
る
。

A公
債
費
依
存
が

高
い
傾
向
か
ら

脱
し
切
れ
て
い
な
い

反
対

【
西
田
征
洋
議
員
】

持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
構
築

を
評
価

賛
成

【
岡
本
忠
美
議
員
】
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農
業
委
員
会
委
員
（
任
期　
令
和
６
年
５
月

15
日
～
令
和
９
年
５
月
14
日
）

氏
名
（
敬
称
略
）

行
政
区

新

藤　

村　

正　

彦

上
町
二

新

晴　

山　

英　

俊

晴　
山

新

川　

口　

英　

敏

片
子
沢

再

山

崎　
　

忍

鴬　
宿

新

髙　

橋　

浩　

之

極
楽
野

新

松　

本　

光　

正

上
西
根

新

砂　

壁　

純　

也

土　
橋

新

前　
　

茂

見

中　
南

再

八
丁
野　
よ
し
子

八
丁
野

新

黒　
沢　
菜
穂
子

黒　
沢

再

坂　
下　
千
枝
子

中　
沼

※
新
：
新
任　
　
再
：
再
任

人
権
擁
護
委
員

氏
名
（
敬
称
略
）

行
政
区

再

阿　

部　

直　

樹

安　
庭

再

鈴　

木　
　
　

豊

晴　
山

新

笹　

川　

純　

子

野　
中

※
新
：
新
任　
　
再
：
再
任

意
同

申
答

上
野
三
四
二
議
員
逝
去

　

上
野
三
四
二
氏
（
享
年
86
歳
）
が

去
る
３
月
28
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
葬
儀
は
、
上
野
家
と
町
議
会
の

合
同
葬
と
し
て
４
月
２
日
、
臨
済
寺

で
し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

故
上
野
三
四
二
氏
は
平
成
15
年
5

月
に
初
当
選
以
来
、
現
在
に
至
る
ま

で
6
期
連
続
当
選
。
21
年
目
の
奉
公

中
で
し
た
。
令
和
３
年
10
月
か
ら
令

和
5
年
７
月
ま
で
副
議
長
も
勤
め
ら

れ
、
ま
た
議
会
運
営
委
員
長
な
ど
の

要
職
も
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
進

展
と
町
勢
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
故
上
野
三
四
二
氏
の
生
前

の
ご
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　令和 6年第 1回臨時会が 1月 17 日
に開かれ、専決処分 1件について承認。
また、令和 5年度雫石町一般会計補正
予算（第 7号）を可決しました。

令和6年第1回臨時会
（1月17日）

一般会計補正予算（第 7号）
　補正前の額� 116 億 7813万 8千円
　補正後予算額�120 億 4650万 7千円
　補正予算額� 3 億 6836万 9千円

○
雫
石
町
ま
ち
お
こ
し
セ
ン
タ
ー

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
ま
ち
サ
ポ
雫
石

（
理
事
長　

櫻
田
七
海
）
に
継
続
（
指
定
期

間
４
年
）

【
杉
澤
議
員
】
和
牛
繁
殖
農
家
の
飼

料
費
高
騰
へ
の
追
加
支
援
が
必
要
で

は
。

【
農
林
課
長
】
６
月
補
正
予
算
で
の

支
援
と
合
わ
せ
る
と
飼
料
費
高
騰
に

対
し
52
パーセント
ほ
ど
の
支
援
と
な
る
。
で
き
う
る

最
大
に
近
い
支
援
だ
と
捉
え
て
い
る
。

な

疑

主

質

QA

グリーンベルト設置が望まれる町道

【
横
手
議
員
】
ふ
る
さ
と
雫
石
応
援

寄
付
金
が
1
億
7
5
0
0
万
円
の
増

額
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
一
過
性
に
し
な
い
た

め
の
取
り
組
み
は
。

【
総
合
政
策
課
長
】
寄
付
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
町
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
送
付
し
て
、
よ
り
町
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
寄
付
の
増
加
、
繰
り

返
し
の
寄
付
に
つ
な
げ
て
い
く
。

【
徳
田
議
員
】町
道
仁
沢
瀬
・
小
松
線

の
道
路
舗
装
補
修
工
事
で
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト（
安
全
帯
）の
設
置
は
す
る
の
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
今
回
の
工
事
は

道
路
の
補
修
の
み
と
な
る
。
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
設
置
は
令
和
7
年
度
以
降
を
予

定
し
て
い
る
。

A QQA

追加支援が必要な和牛繁殖農家
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議案等
番　号

件　　　　　名

高
橋　

公
史

小
笠
原
百
合
子

畠
山　
　

操

金
子　

一
男

坂
井　

尚
樹

徳
田　

幸
男

岡
本　

忠
美

幅　
　

秀
哉

堂
前　

義
信

横
手　

寿
明

加
藤　

眞
純

杉
澤　

敏
明

西
田　

征
洋

上
野
三
四
二

山
崎
留
美
子

議
決
結
果

議案
第 6 号

雫石町介護保険条例の一部を改正す
る条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 ７ 号

コテージむら管理センター設置条例
の一部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 18 号

令和 5 年度雫石町一般会計補正予算
（第 8 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 19 号

令和 5 年度雫石町国民健康保険特別
会計補正予算（第 ３ 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 20 号

令和 5 年度雫石町御明神財産区特別
会計補正予算（第 1 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 22 号

令和 5 年度雫石町介護保険事業勘定
特別会計補正予算（第 ４ 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 2３ 号

令和 5 年度雫石町介護保険介護サー
ビス事業勘定特別会計補正予算（第
1 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 2４ 号

令和 5 年度雫石町立雫石診療所特別
会計補正予算（第 ３ 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 25 号

令和 5 年度雫石町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第 1 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 28 号 令和 6 年度雫石町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可

決

議案
第 29 号

令和 6 年度雫石町国民健康保険特別
会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 ３0 号

令和 6 年度雫石町御明神財産区特別
会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 ３1 号

令和 6 年度雫石町介護保険事業勘定
特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 ３2 号

令和 6 年度雫石町介護保険介護サー
ビス事業勘定特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 ３３ 号

令和 6 年度雫石町立雫石診療所特別
会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 ３４ 号

令和 6 年度雫石町後期高齢者医療特
別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 ４2 号

公の施設の指定管理者の指定期間の
変更に関し議決を求めることについて

（コテージむら施設・雫石町体験農園）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○ ○ 可

決

○…賛成　●…反対　欠…欠席　-…退席　※岩持議長は採決には加わりません。
★その他の議案、同意、発議については全議員が賛成しました。

令和 6 年第 2 回雫石町議会定例会　議決結果等一覧
 会期：２月 29日（木）～３月 18日（月）
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県
の
学
習
調
査
を

踏
ま
え
た
取
り
組
み
は

ここが
聞きたい一般質問町政を問う

8 議員が質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

14
ページ 県の学習調査を踏まえた取り組みは 質問者／坂

さか

井
い

尚
なお

樹
き

 議員

14
ページ 遊休農地などで飼料用作物を生産しては 質問者／幅

はば

　秀
ひで

哉
や

 議員

16
ページ 雫石高校の将来ビジョンは 質問者／金

かね

子
こ

一
かず

男
お

 議員

16
ページ 焼却ごみ以外の中間処理は 質問者／山

やま

崎
ざき

留
る

美
み

子
こ

 議員

遊休農地・耕作放棄
地、百姓から白姓、
ひとつ（農政）足りな
い。

遊
休
農
地

等
を
飼
料

用
作
物
生
産
に
活

用
し
、
自
家
消
費

率
を
上
げ
る
考
え

は
。

自
給
飼
料

の
生
産
は

重
要
な
課
題
と
捉

え
て
い
る
。
子し

実じ
つ

QA 遊
休
農
地
な
ど
で
飼
料

用
作
物
を
生
産
し
て
は

質
問
者
／
幅は

ば　
秀ひ

で

哉や 

議
員

町
長 

農
地
面
積
や
耕
作
条

件
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る

雫石冬フェスタでさ
らに盛り上がること
を期待します。小

5
と
中
２
対
象
の
県
学
習
定
着
度
状
況
調

査
結
果
と
課
題
は
。

県
平
均
と
の
比
較
で
、
小
学
校
国
語
は
0
・

8
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
算
数
は
1
・
8
ポ
イ

ン
ト
下
回
る
。
中
学
で
は
国
語
3
・
5
ポ
イ
ン
ト
、

数
学
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
共
に
下
回
る
。
小
中
学
校
に

共
通
し
て
い
る
「
書
く
こ
と
」
が
課
題
で
、
授
業
で

「
教
科
書
を
読
む
」「
板
書
を
写
す
」な
ど
の
イ
ン
プ
ッ

ト
は
も
と
よ
り
「
発
言
す
る
」、「
発
表
す
る
」
な
ど

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
比
重
を
よ
り
大
き
く
す
る
授
業

Q 教
育
長 「
書
く
こ
と
」が
課
題
で
、

授
業
で
は
発
言
や
表
現
の
比

重
を
大
き
く
す
る

質
問
者
／
坂さ

か

井い

尚な
お

樹き 

議
員

A

活用を考えたい遊休農地や耕作放棄地
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15 しずくいし議会だよりNo.129

用よ
う

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
技
術
に
取
り
組
ん
で
い
る

農
家
も
あ
り
、
農
地
面
積
や
耕
作
条
件
等
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。

登
録
D
M
O
に
向
け

計
画
に
変
更
は
な
い
か

登
録
D
M
O
に
向
け
進
め
て
い
る
と
思
う

が
、
事
業
推
進
を
精
査
し
た
上
で
計
画
に
変

更
は
な
い
か
。

計
画
に
変
更
は
な
い
が
、
最
も
重
要
な
課
題

は
、
D
M
O
の
機
能
を
担
う
観
光
協
会
の
事

務
執
行
体
制
の
改
善
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
登
録

実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

不
登
校
対
策
と
し
て
、
夜
間
中
学
や

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
設
す
る
考
え
は

夜
間
中
学
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
、

子
育
ち
寺
子
屋
事
業
、
子
ど
も
食
堂
事
業
と

連
携
さ
せ
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

夜
間
中
学
は
県
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん
で

お
り
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
民
間
の
取
り
組

み
と
捉
え
て
い
る
。
子
育
ち
寺
子
屋
事
業
、
子
ど
も

食
堂
事
業
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
引

き
つ
づ
き
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
関
係
課

と
連
携
し
検
討
し
て
い
く
。

Q

16
ページ 新年度から新たに取り組む事業は 質問者／杉

すぎ

澤
さわ

敏
とし

明
あき

 議員

18
ページ 特認校制を小規模校で実施しては 質問者／畠

はたけ

山
やま

　操
みさお

 議員

18
ページ 町の防災計画への取り組みは 質問者／西

にし

田
だ

征
まさ

洋
ひろ

 議員

18
ページ 令和 ６ 年度重点とした注目施策は 質問者／上

うわ

野
の

三
み

四
よ

二
じ

 議員

QAA

改
善
を
進
め
る
。

冬
季
の
観
光
誘
客
促
進
事
業
の
実
績
は

雫
石
冬
フ
ェ
ス
タ
i
n
小
岩
井
農
場
の
来
場

者
数
と
次
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

長
年
親
し
ま
れ
た
「
い
わ
て
雪
ま
つ
り
」
に

代
わ
る
町
独
自
の
冬
季
誘
客
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
2
万
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。
う
ち
町
民
の
割

合
は
5
・
6
%
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
広

域
的
な
経
済
波
及
効
果
と
し
て
は
約
6
7
0
0
万
円

の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
算
定
し
て
い
る
。
さ
ら
な

る
町
内
の
周
遊
に
よ
り
効
果
を
波
及
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
課
題
。

QA

新たな冬のイベントとして、継続が期待される冬フェスタ
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Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う令

和
６
年
度
か
ら
新
た
に

取
り
組
む
事
業
の
主
な
も

の
は
。

第
三
次
雫
石
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
横
断
的
に
捉

え
た
「
教
育
」、「
保
健
・
医
療
・

福
祉
」、「
産
業
」、「
環
境
」、「
安

全
・
安
心
」
の
５
つ
の
柱
に
基
づ

き
優
先
的
に
取
り
組
む
。

前期から後期へ移行する基本計画

町
長�

方
針
の
取
り
決
め
に

向
け
協
議

合
同
で
行
う
学
校
行
事
な
ど
中
高
生
徒
間
交

流
の
場
を
増
や
す
新
た
な
取
り
組
み
は
。

雫
石
中
３
年
生
全
員
が
見
学
会
を
兼
ね
て
雫

石
高
校
を
訪
問
し
、
実
際
の
授
業
を
受
け
、

高
校
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
た
。
ま
た
郷
土

芸
能
委
員
会
の
指
導
を
受
け
て
、
よ
し
ゃ
れ
パ
レ
ー

ド
に
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
活
動
を
継
続
す
る
。

雫
石
高
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

令
和
５
年
度
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
立

し
、
協
議
会
を
２
回
開
催
し
た
。
学
校
と
地

課題を残す「観光地
域づくり法人」登録
審査の最終年

広域ごみ処理施設の事
業費が900億円以上？
住民説明が不足ですよ焼

却
ご
み
以
外
の
中
間
処
理
※
に
関
す
る
協

議
の
進
展
は
。

盛
岡
広
域
８
市
町
で
構
成
す
る
県
央
ブ
ロ
ッ

ク
ご
み
処
理
体
制
検
討
協
議
会
で
全
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
る
。
資
源
ご
み
等
の
資
源
化
処
理

の
体
制
は
協
議
し
て
い
る
。

ご
み
の
最
終
処
分
場
に
関
す
る
基
本
方
針
は
。

新
た
な
最
終
処
分
場
の
整
備
は
、
多
く
の
検

討
期
間
を
要
す
る
。
令
和
５
年
度
は
中
間
処

理
体
制
に
つ
い
て
の
協
議
を
優
先
し
た
た
め
、
最
終

QQ

QQ

Q

AA

A

雫
石
高
校
の

将
来
ビ
ジ
ョン
は

焼
却
ご
み
以
外
の

中
間
処
理
は

新
年
度
か
ら
新
た
に

取
り
組
む
事
業
は

教
育
長�

さ
ら
な
る
情
報
共
有
を

図
り
事
業
の
推
進
に
努
め
る

町
長�

５
つ
の
柱
を
優
先
的
に

取
り
組
む

質
問
者
／
金か

ね

子こ

一か
ず

男お 

議
員

質
問
者
／
山や

ま

崎ざ
き

留る

美み

子こ 

議
員

質
問
者
／
杉す

ぎ

澤さ
わ

敏と
し

明あ
き 

議
員

A

本町は今、課題が山積
みです。一つでも減ら
す予算執行を望む。

A
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域
が
協
働
し
て
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

観
光
振
興
の
取
り
組
み
は

し
ず
く
い
し
観
光
協
会
が
主
体
と
な
り
進
め

て
い
る
登
録
D
M
O
に
向
け
課
題
を
残
し
て

い
る
が
、
観
光
事
業
者
以
外
の
地
域
団
体
や
住
民
、

他
産
業
の
方
々
が
参
画
で
き
る
体
制
の
支
援
は
。

D
M
Ｏ
推
進
に
は
多
様
な
関
係
者
の
参
画
が

不
可
欠
だ
が
、
地
域
団
体
や
住
民
と
の
接
点

が
少
な
か
っ
た
。
町
が
進
め
て
い
る
「
国
道
４６
号
ゆ

る
ゆ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
推
進
研
究
会
」
の
会
員
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
加
入
し
て
お
り
、
各
々

情
報
共
有
を
し
相
互
に
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
地
域
の
取
り
組
み
か
ら
出
て
く
る
資
源
の
発
掘

や
磨
き
上
げ
な
ど
、
住
民
視
点
で
の
ア
イ
デ
ア
を
生

か
し
て
い
る
。

観
光
協
会
に
対

し
て
は
地
域
内

で
結
び
つ
け
る

機
会
を
提
供
し

な
が
ら
、
多
様

な
関
係
者
の
参

画
を
促
し
て
い

く
。

処
分
場
の
具
体
的
な
議
論
に
至
っ
て
い
な
い
。
令
和

６
年
度
に
関
係
市
町
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

※
中
間
処
理
：
焼
却
、
分
別
、
脱
水
の
総
称

雫
石
高
校
に
環
境
科
学
科
の
新
設
提
案
は

山
林
を
活
用
し
た
探
究
的
な
学
び
な
ど
、
特

色
あ
る
教
育
活
動
が
で
き
る
環
境
科
学
科
の

移
設
を
県
に
提
言
す
る
考
え
は
。

町
内
唯
一
の
県
立
高
校
が
地
域
の
風
土
や
文

化
を
生
か
し
、
魅
力
あ
る
学
校
と
な
る
と
と

も
に
、
現
状
の
普
通
科
１
学
級
の
継
続
を
維
持
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
。

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
見
込
数
と
、
利
用

者
１
人
当
た
り
の
介
護
保
険
給
付
費
の
見
込

み
を
ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
か
。

利
用
者
の
見
込
数
は
、
今
後
３
年
間
の
標
準

給
付
見
込
額
や
地
域
支
援
事
業
費
、
ま
た
人

口
及
び
介
護
認
定
者
数
の
推
移
を
見
込
ん
で
算
定
し

て
い
る
。
第
９
期
計
画
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
令

和
８
年
度
の
利
用
者
数
は
１
１
２
９
人
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
ま
た
標
準
給
付
見
込
額
は
月
額
６
５
０

０
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

将
来
の
小
学
校
統
合
へ
の
対
応
は

近
い
将
来
、
小
学
校
の
統
合
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
が
そ
の
対
応
は
。

町
の
出
生
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
岩

手
県
が
示
す
学
級
編
成
基
準
で
は
、
引
き
続

く
２
学
年
に
お
い
て
１６
人
以
下
と
な
っ
た
場
合
に
複

式
学
級
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
９
年
度

に
御
所
小
学
校
で
１
学
級
が
複
式
学
級
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
、
今
後
５
年
間
で

複
式
学
級
と
は
な
ら
な
い
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
後

も
適
正
規
模
に
つ
い
て
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

Q

QQ

A

AA

QA

雫高生から踊りの指導を受けパレードに参加
する雫中生

広域化が進むごみ処理
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Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う

楽しくなければ学校
じゃない！
子どもファーストな
学校を創ろう

能登半島災害を受
けての防災対策
我が町は大丈夫で
しょうな!!

農業・観光など若者
や新住民が期待する
目新しい予算欲し
かったなあ

小
規
模
特
認
校
制
度
を
導
入
し
、
町
外
か
ら

児
童
生
徒
を
募
集
し
て
は
。

学
校
や
地
域
の
特
色
を
理
解
し
て
、
町
に
移

住
し
て
い
た
だ
く
に
は
時
間
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
募
集
側
で
あ
る
町
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
が
主
人
公
の

新
し
い
学
校
づ
く
り
を

能
登
半
島
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
町
の
被
害

想
定
の
見
直
し
の
必
要
性
は
な
い
か
。

国
や
県
か
ら
の
情
報
収
集
及
び
連
携
を
図

り
、被
害
想
定
な
ど
が
修
正
さ
れ
た
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
速
や
か
に
町
地
域
防
災
計
画
な

ど
の
見
直
し
と
整
合
性
を
図
っ
て
い
く
。

牛
舎
の
電
気
料
金
に
対
す
る
助
成
は

厳
し
い
経
営
の
酪
農
家
へ
さ
ら
な
る
電
気
料

金
の
助
成
を
。

Q

Q

A

A

令
和
６
年
度
、
農
林
業
、
商
工
観
光
部
門
の

重
点
施
策
は
何
か
。

農
業
者
に
対
す
る
経
営
持
続
化
等
の
支
援
、

農
地
整
備
や
土
地
改
良
の
推
進
、
ク
マ
や
有

害
鳥
獣
の
農
産
物
被
害
対
策
、
私
有
林
の
森
林
整
備

の
新
た
な
支
援
制
度
創
設
の
検
討
、
観
光
商
工
分
野

は
関
係
交
流
人
口
創
出
、
企
業
誘
致
の
推
進
等
に
取

り
組
む
。

QA

特
認
校
制
※
を
小
規
模

校
で
実
施
し
て
は

町
の
防
災
計
画
への

取
り
組
み
は

令
和
６
年
度
重
点
と
し

た
注
目
施
策
は

教
育
長�

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い

町
長�

町
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
対
策
を
講
じ
て
い
る

町
長�

各
産
業
の
諸
問
題
の
支

援
や
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む

質
問
者
／
畠は

た
け

山や
ま　
操み

さ
お 

議
員

質
問
者
／
西に

し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

質
問
者
／
上う

わ

野の

三み

四よ

二じ 

議
員

Q
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「
農
業
経
営
持
続
化
緊
急
対
策
給
付
金
」
を

給
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
さ
ら
な
る
追
加
支
援
の
考
え
は
な
い
が
、
今

後
の
物
価
高
騰
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
に
応

じ
て
追
加
支
援
を
検
討
す
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を

全
国
の
小
中
学
校
に
お
い
て
給
食
費
の
無
償

化
が
進
ん
で
い
る
が
町
で
も
無
償
化
を
進
め

て
は
。

学
校
給
食
費
の
半
額
助
成
は
実
施
し
て
い
る

が
、現
在
の
と
こ
ろ
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

安
全
安
心
な
地
産
地
消
給
食
を
進
め
、
温
か
く
て
お

い
し
い
自
校
式
の
学
校
給
食
を
提
供
し
、
子
育
て
を

支
え
る
「
雫
石
型
の
学
校
給
食
」
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

宿
題
や
通
知
表
の
廃
止
、
探
究
学
習
と
し
て

動
物
の
飼
育
や
自
然
観
察
な
ど
か
ら
国
語
、

算
数
を
学
び
、
子
ど
も
の
主
体
性
に
任
せ
る
小
学
校

を
導
入
し
て
は
。

宿
題
を
廃
止
し
た
場
合
、
児
童
生
徒
が
ゲ
ー

ム
な
ど
の
時
間
数
を
増
や
す
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
が
学
習
内
容
を
選
択
で

き
る
よ
う
工
夫
す
る
。
通
知
書
の
廃
止
は
保
護
者
へ

の
説
明
責
任
や
意
向
に
も
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
検
討
す
る
。
ま
た
、
探
究
学
習
は
、
各
校
の
取

り
組
み
の
充
実
に
向
け
指
導
し
て
い
く
。

※�

特
認
校
制
：
通
学
地
域
に
関
係
な
く
当
該
市
町
村
内
の

ど
こ
か
ら
で
も
就
学
を
認
め
る
制
度

協
定
福
祉
避
難
所
は

非
常
時
に
役
割
を
果
た
せ
る
か

災
害
等
非
常
時
対
策
と
し
て
、
協
定
福
祉
避

難
所
※
は
非
常
時
に
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
。

平
成
２７
年
に
民
間
４
施
設
と
協
定
福
祉
避
難

所
の
締
結
時
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
具

体
的
な
対
応
策
等
を
共
有
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
内
容
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
福
祉
避
難
所
と
し
て

の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

※�

協
定
福
祉
避
難
所
：
要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
避
難
所
で
、
自
治
体
と

協
定
を
締
結
し
て
い
る

い
わ
て
の
復
興
教
育
の
取
り
組
み
は

い
わ
て
の
復
興
教
育
に
取
り
組
み
、
児
童
生

徒
、
学
校
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

復
興
教
育
の
取
り
組
み
は
、
既
に
学
校
に
定

着
し
て

い
る
こ
と
か

ら
、
ふ
る
さ
と

を
思
う
心
や
災

害
に
備
え
る
知

識
と
態
度
も
順

調
に
育
っ
て
い

る
と
捉
え
て
い

る
。

Q AA

A

QA

QQ

体験学習で動物と触れあう児童たち

A
全国に誇れる温かくおいしい
自校式給食

各学校で活用されている「いわ
ての復興教育」
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　３月６日、しずくいしアグリリサイクルセンター
の更新を必要とする設備等の現状について説明を受
けました。堆肥化する機械の消耗が著しく破損した
場合には、施設が稼働できなくなるため機械の各部
品を交換して故障の発生を防ぐとともに今後の活動
を維持するとの説明を受けました。

　３月６日、所管課である観光商工課より、雫石銀
河ステーションの店舗利用状況について聞き取り調
査をしました。今後の計画として、レストランは入
居希望者 ３者の中から事業者を選定し契約締結に向
けた協議を進めるとのことで、産直コーナーは出店
希望者と契約締結に向けた話し合いを進めている状
況であることなどを確認しました。

　３月６日、所管課である防災課より、能登半島大
地震の発生を受けて町の大規模災害時の備えについ
て聞き取り調査をしました。予想される災害や町の
体制、救援活動体制、高齢者の医療・介護体制、住
宅の耐震調査状況、備蓄状況等を確認しました。今
後の取り組みとして全庁体制で研修や訓練を実施し
ながら来たる災害に早期かつ適切な対応ができるよ
う進めるとのことでありました。

総務産業常任委員会
［徳田幸男委員長］

調査
３

更新する設備等の現状
しずくいしアグリリサイクル
センター視察

調査
２

雫石銀河ステーション
店舗利用状況

調査
1

災害対策
大規模災害への備え

消耗が著しい機械を確認する委員たち

　３月７日、所管課である町民課環境対策室より、
町の地球温暖化対策事業の取り組みについて聞き取
り調査しました。
　今後対策に関する町民並びに事業者の関心や意識
を高め 2030 年度 CO2 排出削減目標として 2013
年度比 57㌫を目指します。

　３月７日、御明神小学校給食室で調理状況を見学
しました。見学後、児童・教職員と一緒においしい
給食を食べ意見交換を行いました。

　１月 12日、秋田県能代市立二ツ井小学校で先進
地視察研修を行いました。
　二ツ井地区の地域学校協働活動推進員との意見交
換会の中で、学校運営協議会が５年前に設置されて
その後中心となって教育委員会、地域住民と保護者、
校長・教職員との連携が一体化となって活動してい
るコミュニティ・スクールのしくみについて説明を
受けました。

教育民生常任委員会
［堂前義信委員長］

調査
1

自校方式での給食提供
安全安心でおいしい給食

研修
1

先進地視察
コミュニティ・スクールの
活動状況を研修

調査
２

地球温暖化対策
今後の取り組み

秋田県能代市立二ツ井小学校で
説明を受ける委員たち
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

利府町議会で学ぶ委員たち

おかげさまで県町村議会広報コンクール奨励賞を受賞
しました

議会運営委員会
［幅秀哉委員長］

1 月 29 日　
　山形県中山町議会　議会広報常任委員会
　委員会 5名　事務局 1名　来町
2 月 8 日
　宮城県七ヶ浜町議会　広報公聴常任委員会
　委員会 7名　事務局 1名　来町

　議会広報「議会だより」作成時における編集方針、
スケジュール、企画、レイアウト、特集の組み方な
ど活発な意見交換を行いました。

〇令和 6 年 1 月 11 日、16 日、18 日
　議会だより 128 号校正の編集会議を開催しまし
た。
〇令和 6 年 1 月 25 日
　議会だより 128号発行
〇令和 6 年 2 月 29 日
　議会だより 129 号の編集日程及び閉会中の継続
調査について協議しました。

　令和 5 年 10 月発行しずくいし議会だより第
127 号が奨励賞を受賞しました。町民の皆様にわ
かりやすく読んでいただくことを第一に、編集した
成果と思っています。
　今後も皆様のご意見、ご提言を参考にし、より読
みやすく分かりやすい紙面づくりをしていきます。
ご協力いただいた方々に感謝申し上げます。

広報広聴常任委員会
［坂井尚樹委員長］

研修
1

議会だより
令和 5 年度（第 42 回）岩手県町村議会
広報コンクール奨励賞受賞

　１月 30日から 31日にかけて岩手県平泉町、宮
城県利府町で先進事例調査を行いました。平泉町で
は、政務活動費の活用状況、町民との懇談会につい
て研修しました。早くから議会改革に取り組み、多
様な住民意思の反映、専門性向上の必要性を踏まえ、
議会としての機能を十分発揮できるよう議会改革を
推進し調査してきたとの説明を受けました。利府町
では、議員定数と議員報酬の改正、開かれた議会運
営に関する取り組みについて研修しました。議会の
活性化と町民に開かれた議会、町民の信頼に応えら
れる議会を構築していくための事例を学びました。
今回の研修を議会改革へ繋げていきます。

先進事例調査
議会活性化（議会改革）に関する
取り組みを研修

視察対応
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Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
｜
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た

今回は「しずくいしの宝物は？」です。

議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴くVOICEシリーズ。

皆さんの声を聞きました

No.24V O C E

若
わか
松
まつ
　孝
たか
子
こ
さん（６２歳・桝沢）

心温かい人々
　雫石町に嫁いで ３９ 年です。主人と二人三
脚で始めたクリーニング店もお陰様で ３７ 年
を迎えることができました。仕事中に雄大な
岩手山や四季折々の景色を見て心が癒されて
います。雫石町の方々の温かい心遣いに感謝
しています。

角
かく
田
た
　匡
ただ
昭
あき
さん（39歳・晴山）

３ つのスキー場
　青森県から移住してそろそろ ７年です。私
が雫石を選んだ理由は ３つのスキー場がある
ことです。朝寝坊しても余裕で滑れる。午前
中だけ仕事をして午後に滑りに行くことも。
しかも、３つのスキー場の中から選べる。こ
んな贅沢なことが当たり前の環境にある雫石
はすばらしい町です。

山
やま
田
だ
　祐
ゆう
太
た
朗
ろう
さん（33歳・小岩井）

岩手山だけじゃない
　麓から見る岩手山はもちろんですが、普段
何気なく見渡している山々からの眺望も最高
です。岩手山と御所湖を望める男助山。ロー
プウェーからの景色の後に雫石の田園や隣県
の山々まで見渡せる高倉山。手軽に登れる生
森山からの雫石の町並み等。飽きることがあ
りません。

袖
そで
林
ばやし
　亜

あ
須
す
磨
ま
さん（19歳・中沼）

スポーツの町雫石
　雫石町は、自然が豊かでスポーツも盛んで
す。町全体でスポーツをする人を応援してく
れたり、環境を整備しているので安心してス
ポーツができると思います。
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ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
�

　園児の頃､ 20 余軒の安庭
商店街に 2 軒の鍛冶屋があっ
た｡ 火と槌の古老を何度か覗

いたが､ それが名工刀匠 ･ 奥州御所住吉光であり､  
奥州御所は鎮守府将軍平親王の御所館が由来等､ 後
に知ること数多い。
　天皇家分裂の南北朝期、南朝公家将軍 ･ 北畠顕

あき

信
のぶ

は居城の雫石 ･ 沢内の両盆地を親王一族の戸沢に託
し八戸南部 ･ 伊達 ･ 白河結城の奥州軍を率い鎌倉を
占領。京の北朝足利軍も破り､ 伊勢国司を弟顕

あき

能
よし

に
託し大群相手に吉野へ消える。兄顕家や南部藩主師

もろ

行
ゆき

ら百八名が堺浜で散り､ 都
みやこ

人
びと

が騎馬の花将軍と祀
まつ

る一族だ。敗戦で三種の神器は南朝天皇家から幕府 ･ 
北朝に渡り､南朝公家らの奥羽落

おちゅうど

人があり今に至る。
　昨春､ 妻の先祖情報を他県学芸員から頂

いただ

き驚いた｡  
「奈良､大阪の前は伊勢北畠随行の奥州棚倉藩玉野…」
その時､ 郷土史サイト滴石史談会閉鎖を知る｡
　故郷は戦乱や大火で菩

ぼ

提
だい

寺
じ

や史料を焼失｡ 将軍屋
敷町跡も湖に消えて久しい｡ 南部藩家老末裔の官僚
と国務の際､ 秀吉仕置や一城令で雫石､ 川口等の廃
城と雫石移住を知る一方､ 二大都 ･ 平泉､ 筏道 ･ 御
所路､ 盆地口/繋 ･ 元御所に平家史碑､ 領地中央の
町場 ･ 戸沢 ･ 大宿の羽

う

州
しゅ

道
どう

/沢
さわ

内
うち

路
みち

､ 安庭の筏
いかだ

奉行
･ 型染屋敷 ･ 籬

まがきの

野屯所 ･ 古墳の無知も知る｡ 遠戚の
高
たか

望
もち

親王流の平氏研究家 ･ 細川久美氏（元御所賑い
屋敷筋）は臥

ふ

し､ 公設歴史サイト再興と活用 ･ 発信
が急がれる｡
　古来より山紫水明な出

いで

湯
ゆ

の雫石は岩手山南麓の安
あん

寧
ねい

な四季の箱庭だが､ 公家大名ら落
おちゅうど

人の廃都でもあ
る。古

いにしえ

の領主はアシタカ伝説の祖 ･ 騎馬王アテルイ
や天空の鬼ケ城 ･ 大武丸に始まり､ 安倍一族､ 平/
桓武平氏､ 藤原/平泉､ 工藤 ･ 北条/鎌倉源氏､ 戸沢/
大和平氏 ･ 北畠/後醍醐天皇､ 斯

し

波
ば

（三
さん

管
かん

領
れい

）/河内
源氏､ 南部/甲斐源氏へと変遷｡ 古の郷民は畿内へ
拉致 ･ 俘

ふしゅう

囚の一方､ 戦乱毎に畿内 ･ 平泉､ 鎌倉 ･ 畿
内､ 甲斐 ･ 加賀等からの転

てん

封
ぽう

一族や改易帰農民らも
流入｡ 明治の復姓表家紋で古の落人 ･ 大名姓残る奥
羽の里となる｡
　一方､ 郷土ゆかりの末裔は全国にいる｡ 征夷大将
軍坂上田村麻呂が黄金略奪 ･ エミシ侵略の惨劇に京
の自宅を寄進し清水寺を建立｡ 郷民末裔の苦難をア
テルイ法要や公家無き京に知る｡ 他に肥後 ･ 伊予等
の国主､ 英国密航志士の鉄道の父､ 四国 ･ 九州流刑
を経て昭和～令和の首相等輩出一族､ 理想郷童話作
家等､ 太平記や勝者歴史書以外の秘話や弁慶にも縁
を感ずる｡
　さて､ 人は誰もが父母二人､ 祖父母四人と遡

さかのぼ

る毎
ごと

に 2 の乗数倍で先祖が増える｡ 仮に南部藩以降 ４３７
年が 20 世代なら母数百万｡ 盆地内結婚 ･ 人口平均
一万なら町民の先祖は平均百箇所重複の同族に近い｡  
　さらに東京圏の雫石縁者は町民人口を超えた可能
性もある｡ 上京者が駅開設から数世代想定できるか
らだ｡ 今や隠れ縁者も準町民と言えまいか｡ そこで
全国の縁者にも伝えたい｡ 望郷ぽんぽこ狸の様に集
い､ 同郷 ･ 同族 ･ 末裔と無事の再会を祝いたい｡「マ
ンヅ来テクナンセ。ジャッジャッジャー！」だ｡

1955 年生まれ｡ 旧姓細川｡ 安庭小、御所中、
国鉄東北鉄道学園（車両工作/工高連携）、
盛岡工場（電機/技能五輪）、中央鉄道学園（大
学課程）卒｡ 博多勤務を経て（公財）鉄道
総研に永年奉職｡ 資格 : 技術士（機械）等｡
現在、JRIPEX 技術士事務所（総代表/コン
サル）｡ 他、立川市WS委員/協議会委員（総
合政策部/街づくり部）、トトロ財団/在京盛
岡広域産業人会等会員｡ 立川市在住｡

在京雫石町友会幹事　川
かわ

口
ぐち

　清
きよし
さん

ふるさとの同じ祖を持つ家族かな

2015 年御所中の還暦同窓会で
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24しずくいし議会だよりNo.129

なかよしシリーズ㉔

お家の塗装の事ならお任せください

石
いし
塚
づか
俊
しゅんき
輝さん、美

み
希
き
さん（中町一）のお子さん

なかよし３人きょうだいです。

将来の夢は何ですか？
　長女　萌衣さん（７歳）：パン屋さん
　長男　　翔さん（５歳）：お菓子屋さん
　次女　紗季さん（２歳）：アンパンマン

米
よ ね ざ わ

澤　竜
りゅう

さん（３０ 歳）｜大村｜※岩手県滝沢市出身
ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（1月～3月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

1月 1件 ２0,000 円 3 件 14,000 円

２ 月 0 件 0 円 ６ 件 47,000 円

3 月 1 件 ２0,000 円 3 件 1６,000 円

合計 ２件 40,000 円 1２ 件 77,000 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■�編集デスク
　町民懇談会（議会報告会）はインフルエンザで欠席してし
まい申し訳ありませんでした。体調管理に注意していきます。
　さて、昨年の改選で広報広聴常任委員となり３回目の議
会だよりの発行となりました。「今月の表紙」の担当でした
が３組目のアタックでようやく決まりました。やはり、３人以
上の兄弟姉妹を探すのは簡単にはいきませんね。任期中に
あと何回か表紙を担当しますので、表紙に出てみたいとい
う方は、こっそりと畠山までご連絡ください。
� （広報広聴常任副委員長　畠山　操）

発行責任者（議長）／岩持清美
　　　編集委員長／坂井尚樹
　　　　副委員長／畠山　操

編集委員／�岡本忠美・徳田幸男
金子一男・高橋公史
小笠原百合子

今月の

� 表紙

結婚を機にのんびり過ごせる場所を探し、
ここ大村にたどり着きました。A

Q 雫石に移住したきっかけは？

さらなる子育て世代へ優しい町になってほ
しい。同世代の方の移住が増えればうれし
いです。

A

Q 町へ望むことは？

Q 雫石町に暮らしてみていかがでしょうか？

A
夫婦で移住し 5年、子どもも授かり自然に
囲まれ家族みんなでのびのびと過ごせる町
です。地域の皆さんが優しく住みやすいです。

写真左から　萌
め い

衣さん
	 紗

さ き

季さん
	 翔

しょう

さん
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